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今後は、植物性飼料のみで成長させることも可能になるかもし
れません。
　世界中で食糧不足の深刻化が危惧されている現代において
は、人類のタンパク源確保の手段として養殖漁業が有望視され
ています。養殖漁業は畜産と比べて少ない面積で高効率に育て
られるところがメリットです。その一方で、飼料となる魚粉の減
少・価格高騰や生産の難しさなど、多くの課題を残しています。
当社の技術は、これらの課題を解決し、養殖漁業に革新をもたら
すことができると考えています。

養殖効率の向上、地域ブランド魚の開発により
全国各地の養殖漁業をサポート
　現在進めているのは、日本各地の養殖漁業者の方々と連携
し、科学的な分析に基づいた「健康」で「おいしい」魚の提供を実
現するプロジェクトです。私たちは腸内細菌の解析以外にも、脂
質分析やイメージングにより肉質の評価が出来る技術も有して
います。これにより、「おいしさ」を科学的に数値化することが可
能になります。魚種に合った機能性腸内細菌群を利用して飼育
を行い、出荷段階で成長した魚の肉質を評価して「おいしさ」に
科学的な裏付けを与えることにより、付加価値の高い「地域ブラ
ンド魚」として出荷するお手伝いが出来ればと考えています。例
えば、京都府の北部には豊富な海洋資源があります。まずは、京
都の養殖業者の方と連携し本事業に取り組み、その後全国各地
の養殖漁場でブランド魚の開発を後押ししていきたいです。
　主事業とともに力を注ぎたいのが、シニア研究者の活躍支援
です。研究の一線を退いたシニア研究者の「知」や経験を社会
の新たな分野で生かすことは、社会にとっても大きな力になる
はずです。そのためにシニア研究者の起業や社会進出を支援
する仕組みをつくっていきたいと考えています。
　京都産業21には、創業当初から事業の継続・成長を力強くサ
ポートしていただきました。公設の試験機関を紹介してくださっ
たり、随時補助金の情報を知らせてくださるなど、常に寄り添
い、タイムリーな支援が我々の力になっています。
　養殖漁業から世界の食糧問題解決の一助となりたい。長期
的な未来には、人にも生かせる技術に発展させていきたい、と
大きな展望を描いています。

ユニークな機能を持つ腸内細菌を発見し
革新的な養殖技術を開発

　当社は、生物が持つユニークな機能を
活用して社会に寄与する革新的な技術を
生み出すことを目的とし、2020（令和2）
年にホロバイオ株式会社を設立しました。
私は京都大学で分子生物学分野の研究に
長く従事していましたが、定年で退職を迎
えるにあたり「自身の知見を生かして社会

に貢献したい」との思いから、起業の道を選びました。
　起業を考えるきっかけとなったのは、大学在籍時に琵琶湖の
固有魚種である「イサザ」の生態に興味を持ったことでした。イ
サザの細胞膜を詳しく調べたところ、エイコサペンタエン酸
（EPA）という脂質が豊富に含まれていました。イワシやサバなど
の海水魚に多く含まれるEPAが、なぜ、淡水魚のイサザに豊富
に含まれているのだろうか？その疑問を解明するために腸内細
菌を調べたところ、イサザの腸内には「EPAを高生産する新種の
腸内細菌」が存在することが明らかとなりました。この知見から、
天然の魚の腸内細菌はそれぞれの種や環境ごとに独自に発展
し、その生態や成長、健康に大きく影響しているとの考えに至り
ました。現在は、腸内細菌を機能化・最適化する育種技術を、陸
上養殖や養殖漁業に生かして事業化することを考えています。
　これまで、天然のブリ・マグロ・マダイ・サケ・ニジマスなどさま
ざまな魚類から数百種に及ぶ機能性腸内細菌株を樹立してき
ました。それらの中から最適な機能性腸内細菌を選定し、複数
をブレンドして陸上養殖の仔稚魚に与えると、成長促進、感染症
予防、水質浄化などの効果を発揮し、生産性が大幅に向上しま
す。ニジマスから採取した最適な機能性腸内細菌群をニジマス
へ投与したところ、投与しな
かったものに比べ1.3倍の
成長を確認。また、タイの稚
魚にも同様にタイから採取
した最適な腸内細菌群を投
与した結果、感染症予防に
一定の効果があることを確
認しています。また「植物繊
維の消化を助ける機能性腸
内細菌」も発見。従来、魚粉
を使用していた肉食魚の飼
料を植物性原料に置き換え
るには限界がありましたが、
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ホロバイオ株式会社機能性腸内細菌で魚を強く大きく育て、
養殖業に革新をもたらす https://www.holo-bio.com

スタートアップ支援クロスファンクショナルチームでは、スタートアップ企業の成長を支援するた
め、資金調達・協業を目的としたピッチ会・交流会の開催やマッチング等による伴走支援を行って
います。本コーナーでは、先端的な取組をされるスタートアップ企業を紹介します。

機能性腸内細菌を与えたマダイを育成中

ニジマス比較

核融合プラズマ加熱装置用の大電流負イオン源技術
を強みに、製品開発・技術コンサルティングを展開

　当社は2006（平成18）年に設立した
技術開発型ベンチャーです。各種セン
サー素子や高周波回路素子の製造に
用いる、微細加工装置に適用可能な
ECR（電子サイクロトロン共鳴）高密度
プラズマ源、ECR大電流イオンビーム
源などのプラズマ応用装置の開発のほ
か、それらに関連した要素技術の受託

開発や技術コンサルティングも行っています。
　プラズマは、気体を構成する分子が正イオンと電子に分かれ
て飛び回っている不安定な状態を指し、回路素子の製造におい
て重要な役割を果たしています。プラズマ源とは、この際に不可
欠な、放電によりプラズマを発生させる装置です。また、半導体
素子の特性向上などを目的とし、イオン化した物質を個体に注入
するイオン注入においても、目的に応じたガスをプラズマ化しま
す。プラズマを生成しイオンを発生させ、特定の方向にビームと
して引き出す装置をイオン源、またはイオンビーム源と呼びます。
　私自身は独立前、重電機器メーカーから日本原子力研究所
那珂研究所（現 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構
那珂研究所）へ出向し、核融合プラズマ（核融合反応が起こる
ために必要な高温状態の電離気体）を加熱するために用いら
れるNBI（中性粒子入射装置）用負イオン源の高エネルギー化
を目指す開発グループに所属していました。またそこで培った
大面積で均一なプラズマを発生させる技術、高電圧でイオン
ビームを加速させる技術を応用し、出向後はFPD（フラットパネ
ルディスプレイ）の製造に用いられる大面積のイオン注入装置
のイオン源開発に携わりました。こうして積み重ねてきた知見
が、当社の強みの一つです。
　メインプロダクトとしては、当
社独自のプラズマ源「高出力
ECRプラズマ源（EPS-120）」が
挙げられます。長寿命・小型、複
数配置により大面積の基板でも
均一に処理できるという特徴が
あり、半導体製造装置メーカー
への納入実績もあります。また2023（令和5）年8月には、「微細
加工用ラインイオンビーム源（LBS-120HC）」を発売しました。
　これらの製品は、当社の高い技術力を示すものでもあり、展
示会などをきっかけに、要素技術開発や技術コンサルティング

の依頼を多数いただいています。2009
（平成21）年には現 国立研究開発法人
量子科学技術研究開発機構那珂研究所
からの要請で、国際協力のもとフランス
で建設が進められている核融合実験炉
「ITER」用のNBI電源システム開発プロ
ジェクトの立ち上げに際し、設計全般に
ついて技術コンサルティングを行いまし
た。また企業からの案件としては、エッチ
ングなどに用いる高速ミリング装置用イオン源について荷電
粒子軌道シミュレーションを行い、ビーム均一性の改善に寄与
しています。

拡販に向けて営業活動を展開しながら
技術者育成の仕組みづくりに取り組みたい
　目下の目標は営業活動の強化です。2023（令和５）年は半導
体製造装置・材料の国際展示会「SEMICON Japan」への出展
を予定しています。
　また今後はものづくりだけではなく、人づくりにも力を注ぎ
たいという思いがあります。できれば様々な企業が研究開発拠
点を置くけいはんなエリア全体で、技術者が互いに学び合い、
高め合えるような交流の場を設けるなど、人が育つ土壌づくり
を追求したい。京都産業21の支援を得ながら、形にすることが
できればと考えています。
　理想は、けいはんなエリアで働いていることが技術者として
のステータスとなるような、技術者の素養を広く身につけられ
るシステムを構築することです。自立した技術者を育てること
ができれば、自ずと当社を含むけいはんなエリアの企業のさら
なる発展につながると信じています。

けいはんなエリア全体で人材育成の土壌をつくり、
自立した技術者が活躍する企業への進化を目指す

ノベリオンシステムズ株式会社
https://www.novelion-sys.com
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けいはんな支所では、ビジネスマッチング等の財団事業の窓口として、地域内の企業をサポートし
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微細加工装置に適用できる
「高出力ECRプラズマ源（EPS-120）」

2023年8月発売の
「微細加工用ラインイオン
ビーム源（LBS-120HC）」

荷電粒子軌道シミュレー
ションによるビーム均一性
の最適化など、技術コンサ
ルティングも行う

〈調整後〉 〈調整前〉


